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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期のわが国経済は、個人消費の低迷や円高による企業収益の下振れなどにより、景気

回復へ足踏みが続きました。先行きにつきましては、新興国経済の減速や英国のＥＵ離脱に伴う金

融市場の混乱などのリスクは残りますが、人手不足などを背景とした雇用・所得環境の改善、政府

による経済対策が景気を下支えし、緩やかな回復が続くとみられます。 

愛媛県経済も、生産活動や個人消費は力強さを欠き、景気回復に足踏み感が見られますが、今後

は、全国同様、回復軌道に復すると期待されます。 

このような情勢のもと、当第１四半期連結累計期間における業績は、次のとおりとなりました。 

経常収益は、貸出金利息及び有価証券利息配当金の減少等により資金運用収益が減少したことか

ら、前年同期比 33 億 23 百万円減少して 318 億 45 百万円となりました。一方、経常費用は、営業

経費が増加したことなどから、前年同期比 15億 27百万円増加して 196億 13百万円となりました。

この結果、経常利益は、前年同期比 48 億 50 百万円減少して 122 億 31 百万円、親会社株主に帰属

する四半期純利益は、前年同期比 29 億 61 百万円減少して 83 億 24 百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

譲渡性預金を含めた預金等は、前連結会計年度末比 491 億円増加して５兆 3,735 億円となりまし

た。 

貸出金は、前連結会計年度末比 288 億円減少して３兆 8,612 億円となりました。 

有価証券は、前連結会計年度末比 190 億円減少して１兆 7,206 億円となりました。 

純資産は、前連結会計年度末比 54 億円減少して 5,842 億円となりました。 

総資産は、前連結会計年度末比 1,054 億円増加して６兆 6,155 億円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28 年５月 13 日に公表いたしました第２四半期及び通期の業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の処理） 

連結子会社の税金費用は、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じることにより算定しております。 
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更）  

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28

年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変

更しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微でありま

す。 

 

（追加情報）  

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月

28 日）を当第１四半期連結会計期間から適用しております。  
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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４．平成 29 年３月期 第１四半期決算 説明資料 

（１） 平成 29 年３月期 第１四半期損益の概況【単体】 
 

 

 

 

 

 

 

○主要計数・前年同期比
平成28年3月期 平成29年3月期 平成29年3月期

第1四半期 第1四半期 中間期業績予想値 進捗率

(3ヵ月間) (3ヵ月間) 前年同期比 増減率 （6ヵ月間）

(A） (B） (B)-(A)

経常収益 30,863 27,511 △ 3,352 △ 10.9 46,500 59.2

コア業務粗利益 24,385 20,833 △ 3,552 △ 14.6

資金利益 22,734 19,145 △ 3,589

役務取引等利益 1,301 1,352 51

うち預り資産収益 441 392 △ 49

その他業務利益 349 335 △ 14

経費(△) 11,859 12,042 183 1.5

コア業務純益 12,525 8,790 △ 3,735 △ 29.8 12,000 73.3

信用コスト(△)①+②-③-④ △ 1,762 △ 189 1,573

一般貸倒引当金繰入額（△）① -        -        -        

不良債権処理額（△）② 103 26 △ 77

貸倒引当金戻入益③ 1,101 34 △ 1,067

償却債権取立益④ 764 181 △ 583

有価証券関係損益 873 2,162 1,289

国債等債券関係損益 123 308 185

株式等関係損益 749 1,854 1,105

その他臨時損益 986 419 △ 567

経常利益 16,147 11,562 △ 4,585 △ 28.4 13,000 88.9

特別損益 147 △ 68 △ 215

税引前四半期純利益 16,295 11,493 △ 4,802

法人税等+同調整額（△） 5,189 3,220 △ 1,969

四半期（中間）純利益 11,106 8,272 △ 2,834 △ 25.5 8,500 97.3

（参考）平成28年3月期第1四半期及び平成29年3月期第1四半期は、貸倒引当金戻入益を計上しております。

　    なお、貸倒引当金戻入益を内訳別に区分した信用コストは以下のとおりです。

平成28年3月期 平成29年3月期

第1四半期 第1四半期

(3ヵ月間) (3ヵ月間) 前年同期比

(A） (B） (B)-(A)

信用コスト（△） △ 1,762 △ 189 1,573

一般貸倒引当金繰入額（△） △ 806 △ 406 400

不良債権処理額（△） △ 191 398 589

　うち個別貸倒引当金繰入額（△） △ 294 371 665

償却債権取立益 764 181 △ 583

(単位:百万円、％)

 
 

コア業務純益は、貸出金利息及び有価証券利息配当金の減少等により資金利益が減少したことか

ら、前年同期比 37 億円減少の 87 億円となりました。経常利益は、信用コストが増加したことから、

前年同期比 45 億円減少の 115 億円となりました。また、四半期純利益は、前年同期比 28 億円減少の

82 億円となりました。 
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（２）預金等・貸出金の残高【単体】 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円）       （参考）（単位：億円） 

 

28年6月末 
 

27年6月末  28年3月末 
 27年6月末比 

預金等（末残） （注1） 53,927 191 53,736  53,431 

 うち個人預金 33,824 △ 35 33,859  33,483 

貸出金（末残） 38,821 △ 65 38,886  39,111 

 うち中小企業等貸出金(注2) 28,574 △ 38 28,612  28,863 

  個人向け貸出金 9,642 298 9,344  9,603 

   うち住宅ローン 7,033 187 6,846  7,000 

 
（単位：億円）       （参考）（単位：億円） 

 

28年6月末 
 

27年6月末  28年3月末 
 27年6月末比 

信用保証協会保証付貸出金 1,034 △ 144 1,178  1,076 

（注）１．預金等は、預金及び譲渡性預金の合計であります。 

   ２．中小企業等貸出金とは、中小企業及び個人向け貸出金であります。 

 

 

 

（３）預り資産の残高 

 

 

 

 

 

 

                                    （単位：億円）       （参考）（単位：億円） 
 

28年6月末 
 

27年6月末  28年3月末 
 27年6月末比 

伊予銀行預り資産残高 3,324 △ 158 3,482  3,334 

 

投資信託 870 △ 164 1,034  934 

保険 1,863 135 1,728  1,848 

国債 370 △ 154 524  401 

 金融商品仲介 219 25 194  149 

いよぎん証券預り資産残高 1,353 195 1,158  1,315 

伊予銀行グループ合計 4,678 38 4,640  4,649 

 

 

 

預金等残高は平成 27 年 6月末比 191 億円増加（増減率 0.4％）、貸出金残高は平成 27 年 6

月末比 65 億円減少（増減率△0.2％）しております。 

伊予銀行グループの預り資産残高は、平成 27 年 6月末比 38 億円増加の 4,678 億円となり

ました。 
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（４）有価証券の評価損益【単体】 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円）    （参考）     （単位：億円） 

 

28 年 6 月末 28 年 3 月末 27 年 6 月末 

時価 評価損益   時価 評価損益   時価 評価損益  
    

         

 28 年 3

月末比 
評価益 評価損

  
評価益 評価損   評価益 評価損

その他有価

証券 
17,043 1,989 △188 2,044 55 17,226 2,177 2,215 38 18,325 2,669 2,686 16

  株式 2,343 1,366 △150 1,393 26 2,493 1,516 1,531 15 2,982 2,010 2,013 3

  債券 10,391 463 24 464 1 10,052 439 441 2 10,312 411 412 1

  その他 4,308 159 △62 187 27 4,680 221 242 20 5,030 248 260 12

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、評価損益は貸借対照表価額と取得価額との差額を計上してお

ります。 

（注）２．満期保有目的の債券はありません。 

3（注） 

 

    

（注）金銭の信託に係る評価損益を除く。 

平成 28 年 6 月末の有価証券の評価損益は、1,989 億円と地銀トップクラスの水準を確保して

おります。 

有価証券評価益（単体）の推移
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（５）金融再生法ベースの開示不良債権【単体】 

 

 

 

 

 

 

                                                                  （単位：億円）     （参考）（単位：億円） 

 28年6月末 
 

28年3月末 
 

27年6月末 
28年3月末比  

破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 43 1 42  36 

危険債権 452 △ 3 455  451 

要管理債権 169 － 169  180 

合 計 665 △ 2 667  668 

      

開示不良債権比率 1.65％ 0.01ｐ 1.64％  1.66％ 

 

 

 

 

 

金融再生法ベースの開示不良債権は 665 億円、開示不良債権比率は 1.65％と引き続き

低水準を維持しております。 

開示不良債権額･比率推移

0
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開示不良債権比率（右軸）

1.65％ 
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（６）自己資本比率（国際統一基準） 

 

 

 

 

 

 

【単体】                                     （単位：億円） 

 28 年 6 月末  
28 年 3 月末

［速報値］ 28年3月末比 

（1）単体総自己資本比率（（4）/（7）） 15.23% 0.16% 15.07%

（2）単体Ｔｉｅｒ１比率（（5）/（7）） 14.07% 0.24% 13.83%

（3）単体普通株式等Ｔｉｅｒ１比率（（6）/（7）） 14.07% 0.24% 13.83%

（4）単体における総自己資本の額 5,090 △ 25 5,115

（5）単体におけるＴｉｅｒ１資本の額 4,701 7 4,694

（6）単体における普通株式等Ｔｉｅｒ１資本の額 4,701 7 4,694

（7）リスク・アセットの額 33,409 △ 528 33,937

（8）単体総所要自己資本額 （（7）×8%） 2,672 △ 42 2,714
 
 
 

【連結】                                     （単位：億円） 

 28 年 6 月末  
28 年 3 月末

［速報値］ 28年 3月末比 

（1）連結総自己資本比率（（4）/（7）） 15.59% 0.17% 15.42%

（2）連結Ｔｉｅｒ１比率（（5）/（7）） 14.36% 0.25% 14.11%

（3）連結普通株式等Ｔｉｅｒ１比率（（6）/（7）） 14.28% 0.24% 14.04%

（4）連結における総自己資本の額 5,311 △ 22 5,333

（5）連結におけるＴｉｅｒ１資本の額 4,889 10 4,879

（6）連結における普通株式等Ｔｉｅｒ１資本の額 4,862 8 4,854

（7）リスク・アセットの額 34,047 △ 515 34,562

（8）連結総所要自己資本額 （（7）×8%） 2,723   △ 42 2,765
（注）  信用リスク・アセットの算出においては基礎的内部格付手法、オペレーショナル・リスク相当額の算出においては粗利

益配分手法を採用しております。 

 

 

 

 

 

平成 28 年 6月末の連結総自己資本比率は 15.59％、連結普通株式等 Tier１比率は 14.28％と

なりました。 
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